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本し幌市西区では、平成 9年 8月 第 1回 「西区在

宅ケア連絡会」が開催されて以来、西区内に居住

し在宅療養を希望する人の在宅療養を支援するた

めの連絡調整を目的とした活動が行われている。

平成15年 12月第68回 までの活動結果は昨年の本L

医学会で坂本
*2が

報告した。その後も毎月第 2火

曜日に開催が周知され、事例検討、ミニ研修会も

継続されている。市民のみなさんといっしょに考

えるシンポジウム、痴果への理解を深めるフォす

ラムも昨年度に引き続き開催された。

平成 16年の 「西区在宅ケア連絡会」の活動 と参

加者へのアンケー ト結果を報告し考察を加える。

対象および方法

平成 16年 の 「西区在宅ケア連絡会」(以下、ケ

ア連絡会 と略す)は 第69回 から79回 のH回 開催

された (手稲区在宅ケア連絡会 との合同開催シン

ポジウムと市民フォーラム含む)。第78回 (平成

16年 H月 9日)と 第79回 (12月 14日 )ケ ア連絡

会参加者よリアンケー トをとってお の回答を得

た。

西区在宅ケア連絡会平成16年の活動 (表1)

平成16年 の定例会は9回 開催された。事例検討

を毎回 1か ら2事 例行っている。事例は医療//介

護両事業所から提出され、実際の連携に結びつ く

こともある。ミニ研修会のテーマは本年は多 くの

表1 平 成16年 (第69-79回 )西区在宅ケア連絡会

活動概要

職種の方に興味をもっていただける内容を選択し

た結果、多岐にわたらた。

西区手稲区合同のシンポジウムは、平成 15年
「住み慣れた地域で一人で暮らすこと」をとりあげ

たのに引き続き、「地域で、自分の家で最期まで暮

らせますか?」 と題 して人生の最期を自宅で迎え

ることについて市民のみなさんとともに考えた。

市民フォ■ラム(西区手稲区ケア連絡会他共催)

は 「知ってほしい痴果へのとり組み」というテー

マで改訂長谷りII式簡易知能評価スケニルで有名な

長谷川和大先生の講演をいただいた:市 民の関心

は高 く会場が埋め尽 くされた。

結  果

平成 16年度のケア連絡会参加者は8回の定例会

で延べ460名 、シンポジウム250名 、市民フォー

ラム480名 であつた。定例会の参加者を職種別に

みると、看護師が23%(延 べ 103名 )で
一番多

く、ソニシャルワーカー13%(61名 )、ホームヘ

ルパ■11%(50名 )、医師10%(48名 )(ケ アマ

ネージャ10%(45名 )と 続 く。理学療法± 6%

(28名 ).、事務職60/0臨 名)、薬剤師5%υ l名)、

保健師4%(18名 )、歯科医師 1%(6名 )、介護

福祉±1%(6名 )、作業療法±1%,(5名 )、社会

福祉±0.40/ON(2名)で あった。

アンケート

[全体の印象]ケ ア連絡会の全体の印象 としては

56%が 良い、39%が 普通であると回答してしヽる.。

2名 (2.4%)は 改善の余地があるとの回答であつ

た。

[開催の多寡]87%が 現行の月 1回 のまま.で良い

と答えているが、9.4%は 現在の回数でも多いと

答えている。2名 (214%)が開催頻度が少ないと

回答。   |          |

[内容について]ケ ア連絡会の:内容について680/0

は現在の|ままでよい、22%は 研修を重点的に行う

ほうがよいと回答している。事例検討を中心とし

たほうが良いとするのは12%で あつた。

[介護保険との関連]このままの内容でよいとする
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回答が71%。 ケアカンフアレンスの場 とすること

が望ましい29%で あつた。

[出席してもっともよかつたこと](複数選択)「新

しい情報が得られる」が66%、 鴨剛多内容が勉強

になる」62%と 続き、F医療的な知識が得られる」

が40%で あつた。ケア連絡会の目的でもある 「人

と人のつながり」ができたことをあげる人も35%

いた。              |

[地域ネットワークの形成]88%が 地域ネットワニ

ク形成のための意見表明をケア連絡会で行うこと

に賛意を示した。反対はなく、残 り12%は わから

ないであつた。

[今後 とりあげて欲しいテーマ](自 由記載)・各職

種間をつなく
゛
話し合い 。実際のネットワーク事例

について・地域ケア体制づ くり、包括的地域ケア・

施設介護の現状 と問題点や変化 ・介護保険制度や

医療改革にまつわるテーマ ・脳卒中、
1脳

外傷 と在

宅 ・リハビリ予防医療 ・痴呆、アルツハイマニ `

終末期について 。日腔ケア ・脳梗塞の予防 ・老老

介護について 。介護用品 。自立に向けた方法 。対

応困難と思われる利用者への対応 。医療に関する

ことなどがあがつた。

考  察

ケア連絡会定例会のお知らせはFAXを 各施設に

送つているだけで特別な宣伝はしていない。第 2

火曜日18時 30分 から西区民センターで行われる

ことが浸透しているようである。

参加者の職種は医療 ・介護それぞれの分野にわ

たっている。看護師とソーシヤルワーカこ、ホー

ムヘルパーそして医師、ケアマネージャの参加が

多 く、実際に在宅医療在宅介護に携わる方々のケ

ア連絡会への期待を感ずる。理学療法士や作業療

法士の参加がのべ33名 あり、在宅分野へのリハビ

リテーション技士の進出が進んできたことのあら

われではないかと思われる。    |

アンケ■卜から、参加された方々は日常の仕事

(在宅支援)に関して新しい情報を欲していてケア

連絡会はその必要性に応えていることがわかる。

また、介護保険や医療の今後がどう変化 してゆく

のかについて情報を欲しておりまた考えたいと望

んでいる。様々な状況に対する対応法といつた「泥

臭い」ものへの希望もあれば、包括的地域ケアを

どう構築してゆ くのか将来への思いを語ることも

期待されている。

アンケートの自由記載欄には 「参加 している人

が限られているのでもっと増やして欲しい」といつ

た積極的な意見もあつたが、「いつも同じ人が話を

しているような気がする」「医療関係者の発言ばか

り」「事例検討が同じところからばかり出ている」

など率直な意見もいただいた。全体の印象の質問

に対して約4割 が 「ふつう」と回答されているこ

とも参加者はケア連絡会のマンネリ化を嫌いもっ

と多くを期待されていることを示している。

アンケート自由記載からお一人の文章を紹介す

る。「『連携=人 とのつながり』という意味で有意

義と思うが、職場にもどると忘れてしまうことも

ある。一人一人の意識で『連携〓人とのつながり』

ということを浸透させる必要がある。」ケア連絡会

において人と人とのつながりができることによつ

て西区という地域全体の在宅療養の向上に貢献で

きたと思われる。包括的なケアを提供できるため

には、地域の医療提供者と介護サービス提供者の

顔と顔とのつながりによるネットワークは前提と

も言えるのではないか。参加者ひとりひとりが連

携の主体となれるよう今後もケア連絡会の活動を

継続してゆきたい。

今後のケア連絡会のありかたについては、事例

検討と研修両方とも発展させてゆくことが望まれ

ているようだ。坂本
*2が主張しているように1)、

在

宅ケア連絡会を拡大発展させることが包括的地域

ケアシステムの構築につながることを望む。また、

市民のみなさんとともに考えることができるよう

なとり組みについてもさらに強めてゆきたい。

結  語

本年 (H17年 )ケ ア連絡会は、平成 18年 介護

保険法見直しに向けて 『地域 「包括」ケアシステ

ムの構築をめざして』と題して一連の取 り組みを

することとなうた。在宅療養支援のための地域ネシ

トワークの構築をめざした「西区在宅ケア連絡会」

の活動が、地域 「包括」ケアシステムの基盤とな

ることができるよう、とりくみの輪をひろ,げてゆ

きたい。
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